
１ 部活動の位置付けと意義 

 

○中学校学習指導要領（平成２９年 告示）（抜粋） 
第１章 総則 
 第５ 学校運営上の留意事項 
  １．教育課程の改善と学校評価、教育課程外の活動との連携 
  ウ 教育課程外の学校教育活動と教育課程の関連が図られるように留意するものとす

る。特に、生徒の自主的、自発的な参加により行われる部活動については、スポー
ツや文化、科学等に親しませ、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等、学校教
育が目指す資質・能力の育成に資するものであり、学校教育の一環として、教育課
程との関連が図られるように留意すること。その際、学校や地域の実態に応じ、地
域の人々の協力、社会教育施設や社会教育関係団体等の各種団体との連携など運営
上の工夫を行い、持続可能な運営体制が整えられるようにするものとする。 

 
 

２  保護者との連携 

 

令和７年度 鳥栖中学校 

「部活動の在り方に関する方針」（概要版） 
 

 

（１）部活動の位置付け 

    部活動は、学習指導要領上では「第１章 総則」に下記のとおり位置付けられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥栖中学校においては、部活動を学校教育活動の一環として位置付け、その管理のもとで行うも

のとする。 

 

（２）部活動の意義 

  ① 部活動は、「生徒の自主的、自発的な参加により行われる」ものであり、学校教育活動の一環とし

て、共通のスポーツや文化及び科学等に興味・関心をもつ生徒が集い、その能力・適性、興味・関

心に応じた活動を通じて、知識や技能の習得を目指し、継続して努力し、充実感や達成感を味わう

等、生徒が豊かな学校生活を送る上で大きな意義をもつ。 

 ② 部活動は、生徒が学級や学年の枠を越えて、共通の目標を掲げた集団で切磋琢磨する中で、同学

年の仲間や異学年である先輩や後輩との関係を学ぶ等、自主性・協調性・責任感・連帯感等が養わ

れ、望ましい人間関係や社会的資質を培うために大切な活動である。 

  ③ 部活動は、生涯にわたりスポーツや文化及び科学等に親しむ態度を育むとともに、生徒の健やか

な体と豊かな心を育て、家庭や地域とのつながりを深めるとともに、学校の伝統や特色づくりにも

寄与する活動である。 

 

 

   

① 部活動は、保護者の理解や協力が不可欠であり、部活動顧問は、日頃から信頼関係を築き、活動

が充実したものになるよう配慮する。 

  ② 校長及び部活動顧問は、保護者の理解や協力を得るため、部活動保護者会や部活動公開を実施す

る。文化部の活動では、学校公開の機会等を利用するなど、作品や活動の成果を積極的に公開する

よう努める。 

  ③ 部活動顧問は、年度当初及び新チーム発足時等、時機をとらえて、活動方針等について周知する。

また、練習計画等の情報を積極的に提供するとともに、保護者の意見や願いも把握するよう努める。 

  ④ 部活動顧問は、練習着やユニフォーム等にかかる費用など経済的負担がある場合は、必要性等に

ついて説明し、同意を得るなど十分に配慮する。 



３ 大会や試合、コンクール等における移動 

 

４ 適切な休養日等の設定 

 

５ 活動時間の基準 

 

 

  

① 部活動顧問は、大会や試合、コンクール等への参加、または練習試合など、校外で活動する場合

は、実施日や場所、引率方法などについて、事前に校長の承認を得る。 

  ② 生徒の大会や試合、コンクール等の活動場所までの移動については、原則公共交通機関を利用す

る。部活動顧問が運転する自家用車等で生徒を移動させてはならない。 

  ③ 生徒の移動について、公共交通機関等での移動ができない場合は、責任と移動手段について保護

者と協議して決定する。 

 

 

 

   校長は、成長期にある生徒がバランスのとれた生活を送ることができるよう、以下の基準を設定す

るとともに、各部活動顧問に対し、適宜、支援及び指導・是正を行う。 

  ① 休養日 

   ア 学期中は、週当たり２日以上の休養日を設ける。 

   イ 平日については、少なくとも１日の休養日を設ける。 

   ウ 週休日については、土曜日、日曜日の少なくとも１日以上の休養日を設ける。 

   エ 大会、コンクール等により、週休日に活動する必要がある場合は、休養日を平日に振替える。 

  ② 鳥栖中学校における共通の休養日 

   ア 毎月第１水曜日（「鳥栖市ノー部活デー」） 

   イ 毎月第３日曜日（佐賀県教育委員会が定める「県下一斉部活動休養日」） 

   ウ 市教育委員会が定める学校閉庁日 

   エ 年末年始  １２月２９日～１月３日 

  ③ 長期休業中の休養日 

   ア 学期中に準じた扱いを行う。 

   イ 長期休業の趣旨を鑑み、生徒が家族と過ごす時間や地域行事等へ参加する時間等、部活動以外

にも多様な活動を行うことができるよう、ある程度の長期休養期間を適切に設定する。 

 

 

 

 

  ① 活動時間 

   ア 平日においては、長くとも２時間程度とする。 

   イ 週休日及び祝日、休業日においては、長くとも３時間程度とする。 

  ② 下校時刻 

   ア 活動時間及び日没時刻を考慮して下校時刻を設定する。 

   イ 下校時刻については、生徒が安全に帰宅できるよう配慮する。 


